
第47回認証審査委員会（９月12日）

はじめに、審議事項⑴「給水用具等の認証

要件の改正」が上程され、事務局案を一部修

正の上、了承された。

続いて、審議事項⑵「給水用具（非常用貯

水槽）の受付可否」が上程され、委員より提

案及び確認事項が示され、再度審議を行うこ

ととなった。

次に、報告事項⑴「神東塗料㈱による不適

切行為事案の再発防止対策」が報告され、委

員より意見集約を行った後、再発防止対策を整理することが示され、再度委員会に諮ること

となった。

最後に、報告事項⑵「認証登録の一時停止」が事務局より報告され、閉会した。

第36回広報専門委員会（９月13日）

はじめに、審議事項⑴「正・副委員長の互

選について」を上程し、委員長には、東京都

水道局サービス推進部サービス推進課長の秋

元委員を、副委員長には、名古屋市上下水道

局経営本部企画経理部広報サービス課長の佐

藤委員をそれぞれ選任した。

次に、審議事項⑵「『水道事業における広

報マニュアル』の改訂について」を上程し、

素案に対する委員意見及び意見に対する事務

局対応案について説明を行い、了承された。

最後に、事務局から「第64回水道週間について」の報告を行った。



第764回抄録委員会（９月13日）

本誌11月号・12月号に掲載する外国文献の

抄録内容等について審議を行った。

漏水防止講座（東京会場第３回：９月13日～15日）

漏水防止業務に従事する技術系職員の方々34名の参加を得て、東京都水道局研修・開発セ

ンターにおいて研修会を実施した。第１日目及び第２日目に「漏水防止概論」、「漏水防止の

現状と課題」、「漏水防止作業」、「漏水探知技術」「漏水機器の取り扱い」について講義を行い、

最終日には、漏水防止関連機器を使っての実地研修を行った。

配管設計講習会（東北会場：９月13日～15日、関東会場第１回：９月14日～16日）

水道事業体及び民間企業等において配管設計に従事する水道技術者の方々99名（東北会場

48名、関東会場第１回51名）の参加を得て、「水道の課題と設計業務」、「配管設計・積算の

基礎知識」、「製図の基本」、「管路（GX形）の製図演習」、「積算の基本」、「管路（GX形）

の積算演習」について研修を実施した。

浄水場等設備技術実務研修会（�大阪会場第３回：９月13日～16日、� �

大阪会場第４回：９月27日～30日）

浄水場・給水所等の運転管理に携わる技術系職員の方々15名（大阪会場第３回７名、大阪

会場第４回８名）の参加を得て、大阪市水道局体験型研修センターの訓練用設備を利用して、

実際にポンプ実流試験装置を使った実習等、機器類の運転・操作を体験するとともに、設備

機器の保守・管理の実務について研修を実施した。

第1008回会誌編集委員会（９月22日）

本誌10月・11月の編集方針、投稿原稿の査読等について審議を行った。



第176回水道GLP認定委員会（９月28日）

水道 GLP認定について審議した結果、新潟市水道局（JWWA-GLP007）、松山市公営企業

局（JWWA-GLP062）、日本衛生株式会社（JWWA-GLP106）及び株式会社メイキョー

（JWWA-GLP107）の認定更新を決定した。

また、株式会社東海テクノ（JWWA-GLP082）の認定維持を決定した。

未納料金対策実務研修会（大阪会場第２回：９月29日～30日）

水道料金徴収業務に携わる方々22名の参加を得て、未納料金対策（給水停止、支払督促等）

について実務を中心とした研修会を実施した。

また、グループ別のディスカッションでは、「未納発生を予防する対策」等について活発

な情報交換が行われた。

第２回水道施設の維持・修繕に係わる専門委員会（10月３日）

はじめに、田村工務部長、厚生労働省水道課山下課長補佐より挨拶を行った。

続いて、鍬田委員長の進行の下、議事⑴「規制・技術的助言の見直し方針（案）」、議事⑵

「水管橋の維持・修繕に関する検討報告書（案）」、議事⑶「ガイドライン改訂（素案）のイメー

ジ」について厚生労働省水道課より報告があった。

その後、議事⑷「委員意見集約表」について委員同士での意見交換を行った。

第765回抄録委員会（10月４日）

本誌令和５年１月号に掲載する外国文献の抄録内容等について審議を行った。

水道GLP認定証授与式（10月７日）

水道 GLP認定委員会で認定の更新が決定した北九州市上下水道局（認定番号：JWWA-

GLP002）の水質検査機関の認定証授与式を日本水道協会理事長室において行った。


